
また、五色療法という考え方もあります。赤色は

心拍数を増加させ、青色は私たちをリラックスさ

せてくれますが、さらに、伝統中国医学では、緑

色は肝臓に作用し、赤色は心臓に、黄色は脾臓に、

白色は肺に、黒色は腎臓に影響を及ぼすと考えら

れています。

昔からのしきたりを利用したプログラムを行った

りもします。この写真は、母の日に子どもが漢方

薬（ハーブ）のお湯を使って母の足を洗うプログ

ラムを実施しているところですが、これは親孝行

のひとつです。

私たちはまた、伝統中国医学の理論を活用した

ヒーリング・ガーデンを計画しています。寒熱性

と帰経（内臓の病気と用いる薬の関係）の概念に

合わせて行動ができる、熱性体質患者は寒性植物

のエリアで、寒性体質患者は熱性植物エリアで過

ごすことができるようなガーデンです。また、肝

臓病、心臓病、腸胃病、腎臓病患者に対しては、

それぞれのために特別なヒーリング・ガーデンと

治療活動をデザインするつもりです。

トリカブト、ニッケイ、ショウガなどの熱性薬

草（ハーブ）は寒性体質の人のためのガーデンに、

ハンバイジ（杭白）、アロエ、ミントなどの寒性薬

草（ハーブ）は熱性体質の人のためのガーデンに

植栽するという具合です。



伝統中国医学における薬草（ハーブ）の帰属性

についてもご説明します。ラベンダーは頭痛、不

眠症を改善し、ゼラニウムは焦慮、疲れを和らげ

るとされています。また、それぞれの臓器に作用

する薬草というものがあり、「肝」にはローズ、ミ

ント、ウコン、シャクヤクが、「心」にはオウレン、

サンソウニン（サネブトナツメの種子）、「脾」に

はヨクイニン（ハトムギの実）、インゲンマメ、レ

ンシ（ハスの実）、ブクリョウ、「肺」にはキンギ

ンカ、クワノミ、キョウニン、フキタンボボ、「腎」

にはトチュウ、サンシュユ、クコシ（コクノミ）、

カシュウ（ツルドクダミの塊根）がそれぞれ用い

られます。

慈済病院のボランティアの為のヒーリング・ガー

デンをご紹介します。

肝鬱（肝臓の鬱血）から緊張、不安、肩こり、不

眠のある人のためにラベンター、ローズマリー、

ユリ、ミント、アカシアなどを、気が欠乏してい

る状態から疲れやすい人のために、オウギ（キバ

ナオウギの根）、ビャクジュツ（オオバナオケラの

根茎）、アマチャヅル（葉）などを植えています。

腎臓が弱っている人には、クコシ（クコの実）、カ

シュウ（ツルドクダミの塊根）、トチュウ、セッコ

ク、サンシュユを用意しています。

仏教の博愛、慈悲深さ、喜捨の精神と各節気の

台湾風俗習慣に基づく園芸療法活動によって台湾

流園芸療法は行われています。

ご清聴ありがとうございました。


